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 新年度.を遅える・に一挙一た・つ'て.

 .場.長.、茂・野.邦、彦

 わが国の造船弦衡は世界rであるという表現が妥当であるかどうか'・Iその蓮の

 専{家に尋・ねなければなるま.いが,一般の入がそ.う言っても別に叱・ちれたり笑わ
 れたり一し帖、二ところをみ.ると先ずそんな.ところらレいパ年間の進水量においても

 出率ばえの色ごとさにおいても・工期一の短いピとにおいても要するに抜'群だと聞.
 .いている。しかしたがら,r隻の豪華船の建造は船舶工学といラ単二純粋液学間

 だけで完成でき・ろのか一というと・決してそ1うでは辛いらしい。船は.いろいろ・の技術
 つまり機械,電気,緯築、化学・,。経営等を綜合・し一た科学の均衡によって完成され

 る.ものである戸とはI容易に理解できる。

 .私は,.世間で用いられている・「水産技術」とかr漁業技術」どいつ定言棄の意

 味肥ついて考えζんでしまうことがよ・くある。

 わが国の漁船はまさ・ビ七,つの海を漁場として活動して}・て,その装備のすぐれ

 ていることでほ決して他国に劣らないが,乗組員あ労働条件や船内の居住環境k

 対する配慮などは,その所得の低き1生活1ノよルの低さ主相応のとごららし.く1
 .決して褒められ北竜のではたいらしい。少し脱線してしまったけれど,一目本の漁

 船漁業にみられる漁業技術,・つまり荒海で魚を養る技術は優れ七いると弄価され

 ているが・これとても牢の造船技術1…綜合科学叶と同様に・㍗丁釦棒
 会科挙であり雑学という人さえいる。漁業技術というのはこべ塩谷,魚を獲ると
 いう目的のためにあらゆる。考えられる知識,方法をよ乏殴蚊消化して使“こなし

 七いる程度の高さを言1と解することができるふ・国土にひじ苧き.李つ千生活
 しているた6・はげし一い生番競紅落伍しないよ1.・義は子供に印は.少しでも
 程度の高い教育をさずけ,シャパゼ'の競争力一を強化し'よ一う!一生懸缶になり.そ

 の努力がつもりつもって明治]00年とだ一つたわけで,綜合的に一見て',衰育水準
 の高いこと,競争心の旺盛であること一は実にみごとである。しかしながら、再び

 水産技術・にもどるが1魚を獲る一とか,鶏を飼うとかいうことは,エビスさんや犬

 .黒さんの時代か一ら・或いは天諸大神の時代から先祖代々連綿とやってきたことだ

 け・干・その技術は進歩したとは言うものの・身近かな生活午緒㍗ザ㍗づ∫・
 大規模化して今日に及んだものであり,こと.さら漁業技術と言つ足ところで,庶
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 民がチ.ソズンカソプソ6ものではない。現に5万羽養鶏だと庶民がやっているし

 男女を師ず魚を琴㍗いるバのヰ1に日常生法と密着している産葉の分野に
 おいては・.特にな・んとか苧術と言っても世人はあまり㍗級な技叩ような印象を
 持ち得ないらしい。これが宇宙開.発の場合だった.ら一体どう・いうととだろう。・ロ

 ケットと聞いただけで大変難かしい技術がその中にあるピとが直ちに.連想される、

 又事実難かしいものではあろう。しか七魚釣りのように庶民が直接ロケット打上

 げに.参加すること吐夢kも考えら虻ない'し,せいIぜいロケ・ットの発射実況.をテと

 ビ七拝.見するぐらいのも柵ろ1。一般馳風潮とトて'・このように庶民の・目竿
 生活と距離感があつ光り,難解一な数字を手法に用いる技術は高級な一ものと考えら・

 れている。しかし一,物は考え.ようそ、紙上の計算や地上の実験なら直ちに答がで.

 る。それは相手が一生物ではなくて物理現象だ一か・らである』私など・むしろ,どうし

 て空にロケットを打上げるのにこんたにもたもたしていえのか判らないが.多分I

 金が無いからだろう一ど思っている。その点われわれの仕事では一,全はさらに幾桁

 .も少なく,仕事は海6生物を対。家とし,自然の生産力を効率的に人間社会の経済

 活動に緒ひづけ、それをより安定し,・より生産性の高いかたちで維持したいとい

 らのであるから.。実た高級で難かし、・研究である。
 私注かね歩ね「水産技術者の領域を確立し,権威ある座にしたい」という希望を

 もってい盾。今日で峠技術は一面では研究の組織化を要求し,他面で細分化育れ
 る傾向を生じ・ている。優れたオルガナイザーとスベシヤリネトが将来要求される

 に遠いないボ,技術者たるもの,できうれ.ぱ余人をもって代え一難い深い専門知識
 と技甜立見識をもち,筒その上に何でも見てやううという若々しい意欲と積極性

 をもつ吃いて欲しい主恩㌦現実の問題になると予算苧少・本かったり・撃備が老
 朽花してい圭一りで場・員各位め苦心はなかなか大変であり{二朝一夕に目標達成と
 い5わけにほ行くIまいか一・第一線の漁業者,カロエ薬考たちの生き抜く.ための苦悩

 をよく実感として把握し,この土とも精進して頂きたいと思う。

 名医が必ずし・も病院1経営者とレて一流だと惇言えたい。それは医者、であること
 と・事業経営とは異・質た一も1のがあるか・らで.,水産試験揚の仕事と,行政庁の仕事

 の質が蓮一うの・と似て'いる・6に・・もヨ1句らず、人事交流だと称してオジヤの土うな混合

 人'事をして・いる一摩例をよく見受Iける。こ・れ惇研究とか,行政とかいう仕事の使命

 や内容を軽弾し,双方とも得るとご苧無.く失うことがあまりにも多い。誰をもつ
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 て来ても結構やれる傘∠い1千とは・・見る・き内容千句も無いということで・.一
 本試の側カ1ら言うなら舌幸その技術叩琴成果に?い㌃智の価値なしと言やれて
 いるよ1たもの干はなかろ1戸㍉最近たなって・桂つ!まつではあるが・幾つがる
 分野セ,水産韓術者の.果,した役割の大きさの故に二次第に技術者の薦見が尊重さ

 れ・相応の敬意も払われるタ.うに午㍗つヤことは嬉し岬だ†予うが・
 ますます頑張って期律に応え乍ければ1・.㍗い声恩デ.
 私は最近,ある場所の施設を見学し.それが如何にも無雑作に;何の技術'の裏付・

 けw多額の軍費や県雛つぎ平んで無目印㌘建造され・∵度も使油されぬま.
 ま遊休施設になっているのな一と.を見るた?け,それ春一体如何なる技術者と相談

 して作られたのボ,いや,果して技術者と相群することなど念願にあったあだろ

 うか.又,その相談をかりに受けても即応できる技術者がその暗いたのか,と考

 えさせられたことがある。

 我.々.のおかれている地位をよく自覚して,名実ともにこれを充実しっぷ郷土の

 発展に努力した・いと思う。

 われ・らの水産試験場の設備・僻能の現状は辛ごと一.に貧弱で・時代の要請に即応
 できる態勢とはお世辞にも言えないが・移雫問題を・契郎整駄充の途^あ1。
 その一・環と・して,今年度は8巧上旬頃牝は新調査船「さつなん」が竣工して,漁

 業部関坪の仕事で威力を発揮してくれるだろうし・又増殖関係の仕事のだ6に2
 ケ年計画で試験地の璃設が垂水市あたりに建設が進められようとしている。県の

 台所もなかなか硬痘している様子で,移転問題と整備の完了。までにはなお年月を

 要するであろうが,何もあわてることほないので,じっくりと腰を据えて立派な

 ものを完備したい。

 燃しそれまでの甲・乳化学分析関係・翠造部関係・庶務部関卯仕事の不自
 一由が解消できないで残念である。移転問題は主とし・て立地条件を申・心に場所一の選

 定が論議され,政治的な横車や強引た雑音には全く悩壬されてたい点は幸いであ
 る。しかし移転するということになると現在地と違った条件が各都ことえ生じて.

 その得失1手下桜ではなく・仕事熱1'のあ重り気が気ではないことは私吋よく削
 るが,この点は長期的な見とおしに立つだ上で綜合的な判断をせさ・るを得ないで

 あろう。



 内水面関係で竿研究態勢の充実をはかることを苧局の目標牛して、指宿市附近

 :に坤設を建設しは三一めたが・そこまでに.室る一道抑仕事に守りまわ亭れて終月目標
 標を見失1亡とのないよ1苧たが㌻に自・成した㌧子思1{まり一・一種苗生雫や・
 池田湖南辺の・娃域開発という仕事はそれ自一体が終局目標辛ほなくて,それIちの杜一

 事を通じて質の高い内一水面研究陣容と研究蹄雫充実したいIと考えている二。一一.
 今年度の各部の仕事を通.じて㌧・仕事・の重要度におい.て軽章の区別はできないが,

 .特にマヘの種苗生産につい・ては一・果してマヘ種苗の量産が可能かどうかの見とお

 ・し索立てたいξ思う。・.1・年一昔と言って,生一まれ沈子も1峠だては少鋤の
 4年生ぐらい.になるはず・であ・り;時は金なり一と言うが10年前からマーべの養殖業
 者牡試験場における研究成果の応用を指をくわ冬て渇望している。ユ0年め苦心

 と累積された研究成果を基礎として1その上に量産を実証した金字塔一を是か非で

 も打ち立て牢いと念願しいて・る。特にその仕事が季節的なものセあるたけに,Iそ
 の季節には集中的た努力を払い,仕事をスピードアップしたい。

 新らしい分野を開拓するということは,気が遠くなる程大変な仕事セあって,

 特に相手が四季に影響される生物であれば,その労苦は更に倍加される。そうい

 う点では四季を一間わずに室内で繰返し実験や試作できる仕事の方ほ割合にまとま

 りやす!'1、水産学科㍗見ていると化学関係の発表が多いことも・,この那理
 ,由があ.るの干。あろうド刻もテくまともな機械を入れ・多獲魚を原料とする新し
 い中途・秤撃純一開発・し一たいなど各部1・わたり希劉予果しないポど一1ぞ自ら小
 さな殻にとじこ.もる干・1千こ・と一た/・意欲的に歯調し合って各部喜係の任事の成
 琴カ1辛カ1そよ一1。期一律レ・壬沈怪我や事故のないよテ祈ってやまない・
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昭和43年度事業計画概要

 §漁業部関係

 I,資源調査関係・

 遠洋資源調査並びに溶岸重要資源調査

 国庫による委託調査で,マグロ,カノキ等の遠洋資源については主に鹿児島一

 港に入港するマグロ漁船より,アジ,サバ、イワシ類,カッ.オ,ヨコワ等の沿

 岸海域の重要魚種については枕島三山川・串大野・阿久根・内之溝・鹿鵬苧
 を帥に各種漁船からの漁呼取調㍗.奉竿測定等を行なって漁苧㍗祝の変
 動と魚体,魚種の時期や年に一よ二る変化を調べ資源の動向'を知る基礎資料とすち

 と共に漁況週報やマグロ延縄臓況資料として各漁船に配布,操業上の参考に供

 している。

調査期間周年

2',漁海況予報事業

 国の補助に干咋国的事業で・・毎肚叩海平調査や前・記主要漁叶資源調
 査.その他県内外の情報を収集分析して毎週印刷物による漁海況週報や,新聞,

 ラクォ等で海況やフージ,サバ,カタクチ奪浮魚の速報と予報をなす。

 又,毎週の定期的週報の他に時期的に本県海域で主要漁業とたる盲Iゴワ,カツ

 オ・トビウオ・バショ.ウカジキ漁については・特別予報或、'は情報を臨時発行
 していIる。

 週報の広報機一構

印刷物.毎金曜目

 ラノオMBO±躍弓10時55分}11時00分

新聞南目本新聞毎月躍目版

3,沿捧海底調査

 本県沿岸域革びに華海の海・亭状況を手分に把握し・その癖域に適戸した漁業
 の振興を目的として昭和39年以降実施して来たが今回新調査船も完成し測定

 機器も雫傭される予定であるのでかねて要望の多かった離島方面の海底調査を
 本年度より実施する.。

 使用船新調査船「さつなん」

 調査時期8月～9月



調査予定海域'..竹島周平
 4,魚群調査・

 本県域に来遊する魚群の魚探による調査を実施して漁海況週報や速報で漁船

 に広報するも.ので新調査船裁航差待って各漁の初漁期を中・心に魚群探.索を実施
 する予定。

5,漁場開発調査

 海底調査の緒稟を元に本県沿岸～近海域の主に底棲魚貝類の分布,資源,か

 い游調査をなして未利周漁場の開発と漁場ゐ総合利用を図る一。

 なお,水深106m以深の海域についてはI新調査船で,以浅の海域については

 主に只,エビの分布調査去中心に調査船がもめ去使用して実施する。
 調査船・さつ汰ん・一画薩,南一西神合域

 がもめ枕崎～開聞沿岸域

6沿岸漁業調査指導.'''

 ω'バショウカジキ溝場調査

 沖合のパツヨウカジキ流網漁場開発のため,昨年までの調査結果より漁場

 一となる一可能性を明らかにした種子島東岸域を中心に開聞沖,甑島沖の漁場調

 査をな.す。

 .使用船がも一声8月～9月

 ㈲ヨコワ幣況調査
 冬顛重要な曳縄漁業であえヨコワ漁況の調査を工2月初漁期の調査と工月

 ～2月にか・けて沖合の探索調査を民間漁船と連絡を密にしながら実旛する。

 ←う漁具漁法調査。

 本年度は福岡県、長崎方面の吾知網を調査して,本県北薩海域で操業され・

 、そいる吾釦網との比較検討を重点として実施する。

 7,カツオ餌料対策

 千ツオ餌秤対策の一翼としてカタクチイワシ漁場の調査・餌料として未利用
 .漁獲物にIつ、ては漁業者ξ協同して曳航試験を'又,小型巾着によえ餌料漁業

 の省力化等を実施する。・



 §製造部関係

1,水産製品開発試験

 .近年における水産加工品の消費動向は食品嗜好の変遷と共.に本県.水産加工業

 の主幹をなす塩干煮干類の如きほ、需要減退の傾向にあり二現代の食嗜好に合

 致した新規製品の開発が極めて緊急なご'と'一1されている。

 このため原料魚のもつ特性を明らかにして利用基盤を拡大Iし'I,又;冷凍工程等

 の利用によ・る新規利用加工製品化への開発を図一る。

試験内容

 (1).原料魚特性調査(a冷凍変性防止試験

(3)新規利用法基礎試験(勾製品試作試験

2,指定工場育成指導

 水劔度は当場での試験結果を容易に吸収し得る業界普及の場とし二又,地域

 加工振興の中心工場的性格の下に発足したものであり,前年に継続してこれら

 指定工場を中心とする指導研究を更に充実し1地域加工クルーブの技術水準の

 向上を図る。

指導内容

 (む従来襲晶η品碩改善指導.(勃本試試作製品の企業化促進

 (3)地域別加工研修(4)省力化に伴う器機類の導入指導

 3,かつお利用新規製品開発

 かつお節業界の安定た寄一与するため不言己試験を実施する。

 (1)多脂肪魚脱脂法の検討

 (劣新規利用化試験(箱湊,くん製,ソボロ,魚卵利用製品)

 (亭若鄭の消費拡大に伴ラ保蔵性の向上
 4,鮮度保持対策・試験

 流通対策の一環とし蓄養魚類を始めとする高級魚類の遠隔市場出荷のための

 鮮寧保持技術の確立
5,水産製品包装技術研究

 水産加工製品の包装技術を確立し,漁村加工製品の変質防止と附加価値の増
 大を図る。
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 §養殖部関係

1,指定訳駿

 水産業改良普及事業の†去る一義窄専門技布員に干る次㍗指導事業,試験
 業務を行なう。

(1)養殖.専門技術貴指導事業
 (a漁場観測差報事案
(笥多毛類予防除試験

2,県単試験

 人工的鯛生産に関すIる基礎実験・品種改良に・よる生産性?触.1漁場雛

 1㍗殖技術1確立舳業の安子1ピ等叩的としで次の試験研究妄行
 (・)有用動物の人士琴苗(アラビ・1コブシ)
 (2)ノリ品種I改良

 (到真珠養殖総合対策として

 ⑤採苗試験⑮病害虫・対策⑥漁場特性調査

 (4)放流事業の効果調査(クルマエビ,アワビ)
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 '§調査部関係

 工、クルマエビ人工配合解料の開発試験

 本県は冬期の海水温が最低13℃佳であり・イルマ.エビは争眠することたく
 順調な成長芋続けるようである。このような好条件に恵まれ狂苧ら,エビの餌

 料として用いられるアサ1等貝類の大量確保がきわ叶平叙㌣に・現状に
 おいてはクル.マェビ養殖業の急速の発展は期待し難いと思われる。一.
 よつ七貝類に代る人工配合解料を究明し,暖海地域におけるクルマエビ養.殖

 業の開発を図る。

試験内容

(1)

(2)I

(3)

(4)

(5)

 人工配合餌料並びに各種生鮮解料に対する.クルマ.エビの嗜好度の検討

 消化率,餌料効率の比較

 餌料と飼育.氷質・底質⑭汚染との閤.孫
 クル・マェビ並び犯各種餌料のアミノー酸組成の検・討

 消化器管の組織学的調査

 Z,海産蓄養魚類の病害調査

 魚類蓄養業が発展する柁併行して・無痛竿芦岬す干師・呼㌧干の
 原因二症状・処置について未解決の点が多く・・二、与?て稚魚期か宇成魚午李る間

 .の塔種鰍懐する一連嘩研究弗取し・卿予報岬軍呼十
調査内容

(1)

(2)

(3)

(4)

・(5)

健康慶調査

細菌調査

 接種試験並びに感受性テスト

寄生虫附着調査

組織学的調査

3,養魚場(適地)調査

 近年一,鹿児島湾を中心にハマチ,マダイ等の魚類蓄養事業は急速た発展茸み
 せているが・,今後同一海面の長期使用や過密養魚による環境悪化.これに遠因

 した魚類の疾病等が発生するものと考えるので,院暗,環境調査を実施すると

 共に各地先の適地調査を行ない魚類蓄養業の適正な発展午資する。



 4・.汚水対策調査関係

(1)澱粉汚水対策調査

 ,本論査は県単継続3メ年事業の最終年次に当り,現在までの調査ムー鯨めく1.
 くりとして室内実験に重点を産き各種濃度に調製し:た廃'水と粛(1鯉・)1の受け

 る影響(薙死・)の関係を究明したい。

 (巧..工場廃水汚濁調査・一∵一.・.・・一・,..ミ.

 ぶ練二練幾;㍗1洲一1.㍗㍗翠範
(尋姑定水域調査

 ・ぶ線㌫業二1■1㍗㍗∵㍗州域)
 (勾皮革工場廃水調査…。・1土∵・…...…。1.・ぺ

 阿久根地先において・午畑水質二・底質。私物桐査'を有私1ア定ゴ:
(阿久複委託)''

 .広報関係∴一'川一一.・一

 (i)昭和42年度事業輝告書の.発行
 場年体の試織研究調査と取纏めた業績蕃の発行∴1一虫一'・一1一・・・….

 働一'加誌・rれお」の師I.一'一∵ガI-1・一.;・二1・…。
 業績の結果・概況等の速報及ぴ水産技術等につい一て年I.2回発行門・、お」

 一策142号～153号まで。

i..o・



 大島分場関・係

 ・一滑岸蹄拳総合調養

 ..か?.華揖野村寧㌔釣・・欄職業の技術指導啓蒙各種.調査試験を行ない・沿岸漁
 業振興を図る。又,漁,海況調査及ぴ各種の基礎的化学分析を行ない業・界の参

 考資科に供する。

 2三・水産物坤エ.指導。。.,一。.・.二1

 奄美大島における水産加工品の餉上・企業化を促れ叩工技術蝉・生
 産増高を図る。又・未利用資源を開発・商晶化し・漁村経済の河上を寧る・
 3.,まづ1,白蝶員室内採苗試験・

 まぺ真珠母貝の室内孫曹は実験的堺模においてほk確立されたが一・大率採苗
 的企業化に到っておらず,.ヒのための幼生稚貝の飼餓境条件・,解科生・由の大
 量培養,設備の増弾等の追試が一層卒要七あp,同時にまべ真円真珠開発のた

 めの・卵生理生態を追求しようとするものであグ更叩停輝貝である自
 鯛の当本試における越冬試験及ぴ人工増殖のための基鯛鋼警宇行なうも
 のとする・一.一デ∵、茸}
4,有用資源増殖基礎調査..

 大島沿靴棲息する有用水産動植加資源増殖の基礎坤辞す戸ため岬査
 試堅ポリ・
 調査内容一・・.・・一三すす一=..

 ({)モスク,キ1〕ソサイの生態調査,室内育成,碗手一と・ゲ

 (2)夜光貝の生殖腺成熟期調査

5,白蝶異分布調査

 白蝶1貝は大島海峡水域に北限棲息して一いると推定されるので',潜水により分。

 布棲息状況を調査する予定。

.1工=



大口養魚場関係

 ,養睡事業一一I」

 観光開発と併行しk一,鰯の新種一(ヒメマスIカワマス)・を導入し,冷水源の

 開発を推し逢あて行く。

事業内容

 マスの繍・中型マメ・食用マメの飼芦。、
春形稚魚飼育試験

 食用マ'ス飼育までの生産原価の飼育試験

 親魚及ぴ親魚儀痛生の飼育

 採卵実施、卵管理及ぴ購化}ス管理

 養魚道池・,急病等の垢導・及び晶水開発事業の指導

.2,養鮎事象1

 従来アユ.の餌料は粉末又は鮮魚等の混合調解による給餌を行なって来たが,

 最近クジ:ノブルとペレット牝よる給餌法で著しく管理内容が簡素化さ一れ二しか

 も増肉カ千数倍の成綾を示した事例に鑑み,その餌料飼育試験を行なう。
事業'内容

 (I)人工配合鮮料による餌・付,増肉,管理内容の究明

 (が・'急病..疾病の手当とその処理。

 (3)一河川産稚アユの漁具漁法の改善について,アユの習性を利用した方法で

 採捕試験を実施し,漁具漁法の改善に努める。

 3,ドジョウ種苗生産試験

 時勢の移行に従い,その嗜好範囲も拡大し最近ドジョウの料理あ希望者が多

 く,その需要量も約工,OOO切をオーバrする見込みである。従って・,こ.れら

 の需要をみたすため速急た種苗対策が望まれている。

 初年度はドジョウの人工授精,稚魚餌料の培養二稚魚飼育管理等一連の各種

 トvヨウの飼育試験を行なう。

 邊,川エビの飼育試験

 川エビの飼育試験を行ない.産卵保護対策を試み,一方,川エビの餌料選択.

 試験在実施する予定。

 1I貫'.,….



 固型餌料に.よるハマチ養成共同試験(要約)

調一査一部

 本場では過去3年間.,人工配合餌料によるハマチ養成を試みた結果I圃型餌料

 と鮮魚餌料との併用の形で,実用に供し得ることが判明した。

 しかし虹ボら,従来本場で実施していたのは,試験的に規模の小さなもので島づ

 たので,そのまふす.ぐに業者の皆さんに受け入hられない気持もあったようであ

 る。従って,42年度に・おいては,餌料製缶会社.販売会社が,実際にハマチ養

 殖を行なってい一る業者に試験を委託Lて。業者規模での養成を試みて鮮魚野料と

 の比較を行ない,良好な結果を得たので,.こ!にその要約をまとめてみた。皆さ

 んの参考侭なれば津いで㌧参る。

試験期間

試験場所

 試験委託者・

試験掌託者

試験指導機関

試種苗

試験生

試験区

賛

 I分

魚体測定

 11和・・年・月・・1-1・・月・・1間1・・1尉
.唾本市海潟一

 オリエンタル酵母工業鶴.目袴製粉θ端,日清飼科㈱

森元銀蔵

 鹿児・島県水産試験場.

 5月上旬,大隅海峡で採捕した主ジヤコを6月中句まで飼

 育していたもの約一3,600尾を使用

 4・x4x4m金網#エー6,7分目,2個

 鮮苧区(鮮魚印蹄一アジ・サバ・カタタチ平).
 試験区(鮮魚1/・と・きれに相当する圃型餌料)
餌料投与例:

 鮮魚区→鱗魚100侮

 試験区→鱗魚50佃間型餌料Iヨ、9毎

 (鮮魚の1/3量)

全尾計数詞始時,中間,終了時(3回)

 体重測定くI00尾)開始時,7,8,10,1.1月.

終了時(5回)

 (注)使用し沈固型餌料はオ.Pエンタル製ハ{チ油彷3～6である。
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結果

1,成長

 11月末に.おいて試験区,鮮魚区ともに殆んど同じ成長で,工,400チを示

 し.た。

 途中咋過は図のと率1で・むしろ・固邸料を使叩した試験区の方ふ良好だ
 .年長であつ㍍・月.下句から9㍗句にかけて海潟地区では・綱中性病斉が発一
 生したふめ,一時,成長か鈍.く准つたが,10月以降は急激な成長が.みられ・

.ク
L400

1.300

L200

 i,工OO・
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 ハマチの成長

 ・海潟142年業者委託分!ク

 1廠習紅亨ノ

/
/

/、
/、
ノ・'
//

/

//一/

 ノ〆
一!'/
/ノ/

/

'ノ/
ノ^'

/・

4/
 。'ノ
・'ノ

・',ノ
/ノ.
!/
ノ/

。」/

/

//

 、
ノ

一4昼.
 ノ.、

鮮魚区一
 (鮮魚だけ).

試験区
 (鮮魚と人工飼料).

 よ‡工と単工と口とし二一とむエヰユ
 678.9ユ0H月
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・2

 41年,当場で試験したものより良い結果となった。

 一,・解の所要量

 ハマチI尾当り鮮魚区8,809クに対して,試験区は固型解料一1,107チ,

 鮮魚4164!ダ可5・7・戸0そと約1海牛なく㍗㍗る('65.%い'マ手
 1万尾知育とすれば,約30,0・OO梅少なくなるわけで,その労力量の節約は

 看過できないものがあるように思われる。

 .・餌伏

 期間中のハマチエ尾当一b餌代は,鮮魚区で27{円7.4銭,試験区25工内
 70銭となつて試験区の方が約20円だけ・安くなっている。

 期間中の解代の変化をみると,6月中句が.ら8月中旬まセの間は,固型餌料を

 使㍗る試験㍗方がやふ声/なっているが・・肺句以馴ま・鮮秤餌料の高
 騰に従って鮮魚;区の方が高一くなって,最終的には後記のように20円の差がで

 .てき㌣る:こ㍗験一の結果㍗r鮮魚餌㍗値段がい/.?になむぱ・融解
 秤を併用し苧方が有利であるか」に一ついて検討してみると次の図6よ亨になる。
 すなわち鱗魚餌料26跳g一の場合。鮮魚区。試験区の解代は同額となり,鮮魚

 野榊それ以上甲騰す叩従って呼区の方が安/なって'1午鮮魚・舳1
 になると・その差は38円にも達する。なお,実際には鮮魚餌料の場合早冷蔵が

 必予であるの千二冷蔵費を何平にも考慮†ると鮮魚呼料・・㍗で・帥は同額
 となる。お∫よその目安として,25巴伽,14個入りトロ箱1箱で鮮魚由料
 350円以上となれば,固型餌料を.併用した方が有利といえる。

円一 ハマチ1尾3・OO

 佃…

引

蝶魚区一.試験区

200

 工OO一

    Ol餌代

    o.
    /

    !

    多

    O='/

    ;z
    ノ'

    鮮魚区試検区鮮魚区試検区.
I5・



・
1

 ハマチ１尾当りの餌所要量と餌代
 (42年垂水市I海潟業者委託分)

             '期間鮮魚区試騨・区             成長8増肉量8餌種類。所要量9均単価伽金額(円)成長タ増肉最9餌種類所要量9平均単傾伽金額(円1
             %555.253.9人工餌料118H3-00I3.33
             ～.～11632鰭魚84426.0021.94～182.9
             一.・ん.鮮魚42226.0010.97             2王8.4236.8430

             744218,4236.8人工餌料220ユ05.0023,10
             ～～237.6〃'岬3929.4645,34～252.2

             ㍉5鮮魚78029.岬一22.98             456.0489.O4608

             ・ん蝸6rO489.O。人工餌料一30893.5028.80
             ～～253.0〃準9630。ユ5I66.21～222.O

             1o乃鮮魚1115630.1534.85             70臥0711三〇“一6

             I・0乃709.O7ユエ.0人工餌料22993.5021,41
             ～～326,6〃2.09334.3071.79～355.8

             工1!1066.8鮮魚ユ,095,34.3037,56'             1035,689

             H乃一03・5.61066.8人工餌料23293.5021.69
             ～～365.4〃a13731.1066,46～章35.2

             H乃。1401.0】402.0鮮承工,工903コ.1O。             55.253,9坤
             人工餌料一u07.{草7;85108.33

             計・～工345.8〃8.80d箏8427ユ.74～1、宮48.;
             鮮魚4164330,87143,軍7             ユ401P1402.0』一              550



 ハマチ養成試験結果表

試験期

試験区

間

分

試験開始時尾数

滅尾数

死体確認数

行方不明一数

供試魚体数

試.験終了時尾数

 ・試験開始時総重量細

試験終了時総重量畑

増肉総重量佃

補正総増肉重量后
試験開始時平均体重穿

試験終了時平均体重茅

 平均個体重の増量借率

総投解量(乾)佃

固型餌料(乾)肋

鮮魚餌料(湿)佃

 〃(乾)佃
T

平均目間投解率揃1三%

晴讐慧
寓料転換効率補正%

歩留率(尾数)%

 供試魚を除く歩留率%

6,]5～7,13

.鮮魚区

1,786

2
2

],784

98.522

389.626

29ユ.ユ04

29工.378

55.2.

2]8.4

2.95

412,222

1,507.000

4ユ7.222

5,9ユ

 1、ユ4

L43

69.60

'99.88

29日間

験区1鮮

 7,ユ4-8.15331ヨ間

魚産試験区

ユ..786 ]。784

5
5

ユ

 王・

1,781 1,783

96201i 389.626

 生2工.74ユ1 8ユ3.048

325,540; 42a422

311㍗59
236.8 456.0

ム2911 1.0-9

4ユ8.600

209.300

1-I8

1.28

77.94

99.72

771.177

8.400

46.O'00

62.777

3,88

2-3

1.81

55.2

99.94

コ,781

2
2

 エ、779

421.741

869.931

448.ユ91

448.9]5

236.8

489.0

1.06

7レ5.935

391.360

1,388.000

385.555

3,63

2.IO

〕.72

58.ユ

99.71

 18・I6～1O・コ

1鮮魚区

 ・・肩剛

1783

159

159

11,624

813.048

 口,15I.416

338,368

'

430986

●

456.0

709,0

0-55

コ,.064.]67

25.000

一乱7勺.000

 il,039.一67

2,20

0.89

2,46

40.65

9・1.08

試験区

1779

240

240

1,539

869.93ユ

1,094.229

224.298

368.298

489,0

71】.0

O.45

1,043.エ371

510.220

1,9]8・5001

532.917

2,11

0.74

2.83

3葛.34

86.5]

;ユ0,2_1ユ

 i鮮魚区
.I

試

 3]日間一1I星2～工1,

験区1;鮮魚区
■1624 1539 1,395

229

ユ9

131

]4

77

3

 1間引き
210

74

 1川・

 間引き

 口7→
140811・318

!li51416 1094,229≡

 い・。… ],502,054-1.846518

293.246

493.003

 1。。乳。
l1,035.6

 ・Oτ82・1
 、一「、、、、。。
 一…1山・
 】,066,811,401・0

 蓑1書1蓑'㌣ユ
エ408 .1,786 工786

10

10

468

184

388

27]

    ポユL←^!i74■■    ■_11。ヨ。1ユ!7
    1,3181,398jll,3181,398
    工1444.6章21.502054i98.52296.2

    1,846.5146.5j81,959.9.

    {O1.8542.9961,863.7.

0,46・ o.50 O.35

877.778 ….・S・/….5

 1高…;ヰ;㌻………………
2,03

1.14

 ・・十三
1・251 】.06

I.78 150i1 1.63

56.ユ8 66.67

i

1161・3

85.901 9ユ.49 94.5・

99.14 99.03

74

9620エ

1.959996

 45τqψ!・9961・86・795
470.28612,088,746'2.U・.220
1,066.8i155,253.9

 ㌣1ユ1'4;l1+÷1、
 78舳半gG3844
 ・・・…}・弐…

3,8i3.170

1,774.120

 舳山4・ 7,344.OOO

 4…SOO11斗g02.・44 2,039.050

一

 一・56il

 一一1「
2,02

1.08

1.92

丁.09

工.67 ].87 コー78

59.8 53.47

99.3 73.8

1≡88.2
仁
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鮮魚餌料単価別

 餌代の比較:42年度業者委託分
 (人工餌斜併用は,鮮魚のいくらに相するか).
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定置観測(3月分)

養殖部

 ○句平均水温。比重(満潮時・表面)

         1.水一温℃I一一i比重δ]5
         旬1本年前句差前年同期差平年差,本年葡旬差前年同期差平年差

         1上一1114.17丁輸,一■'■馬㌃;十0.21I■一一■`一一0.05一.一.一〇斗0.46一1.03一一一一一■一一一一エ.6I一一一一.■一一0,93一一1.14■一■一'一!一13111'一一一一■1.θ5ii26・71一一一一一一一2&721r■■一一一12白45十01.1■`'■一■十〇.01■一'一一■一〇.27十〇。3王'一一.一I'十0.03一一一一一一1一一q12十0.54一一一一'一■一十〇.76……ユ
         1月平均i口4.32十0.02・一1.エ6^1.]412a6エ十0.09十〇。0・6十0.59

         二

……ユ

 .3月の水温・比重
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漁場観測速報(3月分)

養殖部

 ○水成川の・月水温は'・.最高水温の平均が川…雫低水温の辛均が
 工』.15℃。月間の最高水温は下旬の16.2℃,最低水温は上旬,中旬一の148
 ℃であった。

 前山の水温よりも1.・{・.・℃薄くたっており,昨年同期に比して最高で約
 1℃低く,最低でO.2℃とやずかに高くなっている。

 ○福山では,最高水温の平均がユ5.96.℃'一最低水温の平均がI5.44℃であ

 った。月間の最高水温は下旬の16.9℃、最低水温は上旬の14.8℃であった。

 前月の水温よりも,最高で0.2℃,最低水温で1℃余り高く.二ま'た・昨年同

 期よりもエ℃余、り低くなっている。

 02月まセ下降をたどつセいた水温は3月に人って温み始めた・そのため全般

 的に一2月よりも高目を示してきた。特に水成川では2月から3月にかけて急激

 な上昇を示している。

 また,2月には昨年よりも低目を示して}・たが,3月に入っても禍変らず昨

 年よりも{氏目が続いて;、・る。

 長崎海洋気象台4月上句の西日本I海況旬報・によ一ると,今後の海面水温は南部
 の海域では大体平.年並にもどるが,北部の冷水域の中心一部や対馬暖流域の北部

 では引続いてや∫低目の状態がつよく見込みであると報1二ていち。

     水成川橘山.     二巾ξ最高最低最周一最一低
     上15,46・14,9915,6工I5二U

     中エ5.4コ・】5,0315,68'15.51

     下ユ5.74ユ5,3916,49一15.67

     月平均15,5415,1515,9615.44

     前月I差十1,'23十.エ,30一十・0;2i斗1,09

     菌年差一0,37.斗0,]9一コ,10一エ,I2
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 .3.肩の漁海況

漁業一部

 ※海'況

 3月・上旬前半の表面水温は大隅海峡ユ6℃台・屋久島近海ユ7℃台,甑島一近
 海I6℃台を示し,2月よりや土低之例年よりも低めてあったが.上旬り後半薩

 南沿岸域で1℃内外,屋久島西都域で2℃・前後上昇を.なし本県沿岸域の水温は

 」=昇傾向となり,西部輝域占り次第に回復がみられはじ.めたが・水温は全般的

 に平年占,り低目であった。・一

 ※漁.況・

 ○旋網

薩南漁場

 枕崎港の苧況宇みると・・前月よ・りや.ゾ揚茸は増加したが・上旬丁師漁
 下旬も25日頃から好転のきざしがみえはじめて来た占うであるが,.昨年よ

 g1干伸量は減少して、'～
 漁場は,種子島南端,馬毛島西部と硫黄島～竹畢}湯瀬と広く形成されたが

 丁雫芦ず・各般探雫に懸命であったが魚体は31～33cπと・一37～38期
 g申廿バ・・大サバの来遊舛多くなって平だ。馬毛島西部漁場は中アジ・ヤク
 ロ曾根・湯瀬では大ムロ・中千回の混獲もみられた・
西薩漁場

 宇治群島～騒島～牛深沖合漁場は上旬カタクチ主体の操率が続き,中旬以

 降中㍗・小アジ・豆㍗が出現し1主じめト.那岬哨亭率でわずかにマ
 イワシが混獲干れて'㍗∵長島・野島北甲岳㍗タぞチ・.今アジ主体。であっ
 たが率湯量は昨年よ岬少Iして1'季?
 ○八田網

 鹿児島湾内の八叩甲∴海即午喜大洋戸で去タク,チ主体に築業・漁
 張物は全部カツ.オ餌料,午∵て活かされ・山川準11月間….毛か解紬けとな
 った。

 ○カツオー本釣

 }2土・.



 大型船は依然として5。}]・びN!

 1340～135ら遍一と15o～ユ6oN

 136。～工'38油の海域で鎮業‡し一

 上旬はかなり好漁'てあつ北が,一中

 下句やk不漁となった。

 小型船ぽ上,中旬ヌワノ中,中

 ノ島,臥蛇島でシー,・ヨコワ混り'・

 で操業していたが.下句3ゴー30'一

}50IN,ポ3ゴー50㌧ユ3ぺ

 一〇・瓦と30㌧4州,I3一■

 _lo㌧30I画の海域でビンナーガ

 の好漁が2週間・位続き1隻.I0屯1

 一前後っ漁獲があった。

      業種漁港43年3月42年3月
      隻屯隻一毛

      大70600.778824.5

      阿久根中68236,459一291.4

      旋網小2451.台815.5
      小計162888.4ユ45lI3工、4

      枕崎型3653.1】323383.8

      串木野23231.927799.7

      大421年24.247]981,6
      枕崎

      カツオ小〕487.547257.0
      一本釣大281010.84工]044.9

      山川小34104.77247島.6
      八田網山川、・2858.94564.4

奄.美短 信

 常夏の島と言われた奄美大島も本年は年未来寒波?連続であつ圭一
 4月に入り気温はぐんと昇り春を飛び越し初夏の気配であるが,山野は新緑に角

 どられ,海もさわやかな南風が吹いて漸く春の装いになり,一値例の桃の節句の浜

 下り以来浜辺の水遊ぴ遊漁もめっきり多くなり,いよいよ南国の夏の到来を思わ

 せる昨今であります。

 本年㍗寒波は昭和・・年に似た現象とかで,冷害その鯛題も出そう一で職員一同
 冷・の感もあったポ佐用湾のタイの簸死浮上.(主としてキダイ,他種魚は見ら

 一22一」一



 れたい)が見られた林は難.なく過ぎた。然しタイ浮上につき'やれ爆発物だ・の
 薬物セなど』あらぬ醇さか飛・ぴ。電話法対に懸命の事もあったが原因不明のまふ終=

 了し・光。おかげで市,郡瀬部・藩の漁民の方々は思わぬエビス様の恵を受け。手つ・

 'かみ、抄い獲りの短期豊漁で・笑顔ゐ連続であったと聞くが,その後漁場が一変し
 不漁となる現象がおき。た事が本年冬の珍事であつ牟.。

 4片に入り鰹釣漁船奉出漁しぼつ膳つ好漁を見ているが・キビ.ナゴりか一い遊につ

 いて・問題もでず・こ・科で続いてくれ料ば苧祈っている次第です・
 4月つ重大筆は皇本予・同.妃両殿下の奄美行啓が,r番の出来事でした。

 島民あ・げての大歓迎干ある。2.月初めから準備に玲ふグ4月9目のお帰りまで

 大変狂ものでした。甲治の生・。戦中・戦後の人々芝牟く受入れ方も様タでいかに

 も現代を蓼めて思い知らされた感でした。奄美島民として実に厳粛に心.から歓迎一

 し・耳感動しているのか・特に瀬戸内町民は幾度かのこ皇室方のζ来町で感激も

 一入牢つたようぞ・今芦に議題下なっていると・ごろ苧察し下さ、。・
 分場もご欄祭場所に決定し,職員、一同大変な苦労の連続ではあったが,完一全を期

 すには±壇場にならぬと出来ないようで,4月8日やっと両殿下をお迎えして大

 過なく大任を果した事,これも職員一同あ協力と努力のおかげと深く感謝いたし

 ています。いかに民主化されたご皇室と国民の関係とは言え,気の配り方は全く

 もって知るべきで・その心労の種ご想岸願います。直接間接にご協力・助言戴き
 ました皆様に厚くお礼申し上げます。苦幸談の一鉤は後日の原稿として,これに

 て止めます。

 (§記)
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業務 概況

 §本場

漁業部
 ○薩南海域のカツオ情報発表(4月13目)

 今年は不良型でなく3ξ年以降の年平均量14,0.00トンを上廻ること・が予

 想される。

 ○第五回九州。山口プロツク苧具漁法分科会(4月18～I9目2
 各県の底曳網に関する検討

 次回のテ_マは一本釣曳縄で於城山共済会館).一

養殖部
 。一ノリ関係

*養殖試験

 アサ'クサノリ,マルパアサク井ノリ,ス廿ビノリの3品種につき谷山七ジ

 島海岸で引穣き養殖比較試股。

3月29目水位別生育比較誠一段

 4月15目水位別生育及ぴ収量比較一試験

*糸状体培養指導

3月29目谷山

*室内培養実験(月間)

 0アワビ,一トコブシ解料試験

 ハバノリ・アオサ・ホンダワラの餌料種別飼育比較を前月肥引続き大晦鼻で

 実施中。

 ○真蝶漁場姦測

 龍ケ水地先において1週間毎に引続き観測した。

 ○ポリドラ,一フ.ジツボ・発生状況調査一I

 龍ケ水地先で1・・層から垂直曳きしたプランク1ン資料牟ら・日毎だフ'シ
 ッ1ボ,ポリ。ドラ幼生を計数申。

一24



製造部
 0イカ粉末化試験

 クルマエビ用冨料として素干イカ粉末並びに誘引物質究明の手掛りとするた

 めの凍結真空乾燥粉末及ぴアミ,ムラサキ貝粉末製品を夫々試作した。

 0カツオ利用製品(カツオ調味くん製,粕漬製品の試作)

 ○加工指導

 業界一の要望によりフグ加工(串木野市).ワカメ加工(志布志町,阿久根市1

 指導を実施。

調査部
 ○クルマエビー餌料予備試験

 3月に引続き人工配合餌料開発のための予備試験を実施し,また43年度指

 定研究のための試験準備中。

 ○養魚場適地調査

 4月23,24目板占地先において、ハマチを目的とした養魚場適地調査を・

 1実施。

 o42年度事業報告審作成準備

 4月10日各部委員の参集を願い,8月一3]目まで原稿作成し;IO月31

 日までに製本完了するよう決定。

 §大島分場

庶務係
 。4月5目

 皇太子,同妃殿下行啓の予行のため,大島支庁長,警察関係.外多数来場,

 同日午後茂野本場長来場。

 o4月6目

 中原西桜島水族鎗長来場,分場長と阿木名川視察、翌7目中原館長帰任。

 ・4月8目.

 15時24分皇太子殿下・15時54分妃殿下御着;両殿下工6時5分御発

}・25・



 分場創立初の行啓の菜を賜われた日

 この夜,御旅館むつき荘に中原水族館長,茂野本場長,塩田分場長は伺候され

 た。

 o4月9目

 茂野本場長,沖永良部,徳之島経由の予定で帰任。

亟
 。4月12,I3目

 マベ癌貝成長測定と籠換え,残存数1,216ケ,海田し時からの歩留り40

 %で3・月～4月の薙死貝は殆んどなかった。

 9餌料生物櫨え.継ぎ。

函
 。4月、コ6日

大島海峡観測

製造係

 0ウニ適期予備調査

一26一


